
 

 

  

 

団結した 1 組 

生徒 

 

 私は体育祭実行委員で体育祭のクラスのリーダーになった。みんなが協力して、楽しく練習し、みんなが

楽しかったと思える体育祭にするのが目標だった。最初はクラスをいい方向へもっていけるか不安でいっ

ぱいだった。練習では様々なトラブルもあった。しかし、みんなで声をかけ合い、大変なことも乗り越える

ことができた。みんなが協力してくれたおかげで楽しく練習できた。クラスで毎日いい雰囲気で練習できて

良かったと思う。 

 体育祭本番。私が一番印象に残っているのは団結の一本線だ。ストッキングで足を結んでいるときは心臓

バクバクで、倒れそうなほど緊張していた。まず 2 組が走る。ピストルから大きな音がなった瞬間、2 組

は一斉に走り出した。なんと、2 組は一回も転ばず、とても速いスピードでゴールした。タイムが発表され

た。11 秒台だった。どのクラスも練習で一回も出したことのないほど速いタイムだった。驚きを隠せなか

った。焦りと緊張が最高潮に達した。一回転んでしまったら勝つのは難しい。そんなことをずっと思ってい

た。緊張で黙っていることはできず、横にいる友達に自分の気持ちを話した。しかし、友達は 

「倒れても、すぐに立って、もっと速く走ればいいじゃないか！」 

と言った。その言葉に私は強く心を打たれた。うまくいかなくても諦めずに最後まで戦う気持ち…。そして

私の緊張は一気に晴れた。 

「もし上手くいかなくても最後まで走りきって、絶対勝ってやる。」 

走る直前はそんな思いでいっぱいだった。そして一組の番。ピストルの音で一斉に走り出した。みんなが必

死に走る。そしたら、いつの間にかゴールしていた。一度も転ばなかった。ほんとにあっという間だった。

ゴールしたときは嬉しくてみんなで叫んだ。そしてタイムの発表。まさかの 10 秒台だった。嬉しすぎてま

たみんなで叫んだ。 

 そして次に女子の番。2 組は 12 秒台でとても速かった。男子の差は約 1 秒しか無い。女子が 12 秒台

を出してくれないと…。とても不安だった。でも、私は女子のみんなを信じて、応援した。そして 1 組がス

タートする。１，２，１，２…。とても大きな声だった。そして、ものすごく速かった。あっという間にゴ

ールしていた。転ばずにゴールした。緊張が一気に和らいだ。そしてタイムが発表された。まさかの 12 秒

台だった。その時点で勝利を確信し、一組のみんなで叫び、喜んだ。 

 他の競技も好成績を収め、見事総合優勝！！一生忘れられない最高の思い出になった。  
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体育祭 
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 今回の体育祭を通して私は「過程の大切さ」を学びました。 

５月になり、1 年間の大イベントである体育祭が近づいていることを実感し始めた頃、私はまだ今年の体育祭

がどのようなものになるのか想像ができませんでした。２度目の体育祭なのにも関わらずどこか不安で焦りも感

じていました。 

 そんなモヤモヤした気持ちが残ったまま練習が始まり大縄ではすぐに引っかかったり、今年の学年種目である

団結の一本線では一歩目や二歩目で歩幅やスピードがズレて転んだり、と上手くいきませんでした。それでもク

ラス全体で反省点と改善点を考え前を向いて練習を重ね続けました。誰かがミスをしても「切り替え!」「ドンマ

イ!」などの声をかけあい全員で、そして全力で努力しました。当日、楽しみな気持ちと共に体育祭がはじまり大

縄では緊張したけれど、お互いに応援し合って目標を達成し、１位になることができました。団結の一本線では

転んでしまうのが怖くて始まる前とても緊張していたけれど大丈夫だと声をかけてくれて一度も止まらずに走

り抜けることができました。ゴールした瞬間自分の想像の何倍も達成感と喜びに溢れていて、これまで何回も転

んで、でも諦めずに練習してきたから自分たちの結果に心から喜べたのだと思います。全級リレーや代表リレー

も全員が全員を応援し合って楽しいと思える瞬間を自分たちで作ることができました。 

 結果発表になり総合順位１位だと分かったとき、私は勿論喜びや楽しかったなという気持ちを感じて、でもた

だ単純にそう思ったのではなくて体育祭当日までたくさんの課題を乗り越えてきたからこそ心の底から楽しめ

て結果としてついてきた１位という順位に

対して喜べたのだと思います。 

 体育祭を通して結果や勝ち負けは大切な

ことに変わりないけれど今回の体育祭のよ

うに心から楽しむには課題と向き合い乗り

越える過程が最高の瞬間を作り上げるのだ

と知り、これからの学校生活で待っている行

事にも活かし、繋げていきたいです。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 体育祭という行事を通して皆がそれぞ

れいろいろなことを考え、思いを抱いて

くれました。練習による競技の成長はも

ちろんですが、心の成長も垣間見える今

回の体育祭でした。最後は 1 組の作文を

掲載しました。今回の成長を日々の生活

に生かし、その結果がまた来年の体育祭

へ繋がっていくという、連鎖を感じる学

校活動でありたいですね。 

体育祭が終わり、あっという間の定期

考査でしたが引き続き、6 月 30 日(火)5

教科による領域診断テストがあります。

昨年も行いましたが、三年間を通して一

人一人の学力の伸長を統計的に考えてい

くためのものです。出題範囲を掲載しま

したので勉強をしておいてください。→ 


